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研究成果の概要（和文）：学校不適応（いじめ・不登校）の予防・改善策として、教師が日常的に活用できる
「かかわりの力」育成プログラムの開発を目指して3年間取り組んだ。研究協力校（小中各2校）での実践データ
検証を重ね、「短時間グループアプローチ」「各授業におけるペア・グループ対話」の2本柱からなるプログラ
ム（slimple program＝slim & simple program ) が完成し、その成果を単著として発刊した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop  program that focuses on  feeling 
of school adaptability over three years. This program is intended for elementary and junior high 
school students, and is easy for teachers to use on a daily basis. In addition , this program 
consists of a short time group approach and pairwork in various classroom situations.The results of 
this study were published in 2019 as an educational book.

研究分野：生徒指導

キーワード： 自尊感情　ソーシャルスキル　中1ギャップ　グループアプローチ　ペア・グループ対話　学校不適応予
防
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発した「かかわりの力育成プログラム」は、先行研究で適応感への影響が示唆される自尊感情とソー
シャルスキル育成に焦点を絞ったものである。週1回10分で行う「短時間グループアプローチ」と各授業におけ
る「ペア・グループ対話」によって構成されるプログラムであるがゆえに、昨今、教師の多忙感が取り沙汰され
る学校現場においても、十分活用可能である。研究協力校の実践においては、学級適応状況の改善が多く報告さ
れている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

学校教育において憂慮されている問題の一つに学校不適応（不登校、いじめ等）の問題が

ある。学校不適応の予防・解決に向け、現場の教師、多くの研究者が様々な具体方策に取り

組んだり、新たな知見を提供したりしても、なかなかその成果が現れない悩ましい状況がこ

こ数年は特に強まっている感がある。学校不適応に関する研究としては、児童生徒のストレ

ス反応（抑鬱・不安、不機嫌・怒り、無気力、身体的反応）に焦点を当てた研究の中に、そ

の予防・解決に向けたヒントが多く示唆されている（川西．1995、戸ヶ崎・岡安・坂野．

1997、嶋田．1998）。先行研究の知見から、代表者（曽山．2010）は、児童生徒のストレス

反応を規定する要因として、「自尊感情」「ソーシャルスキル」の二つを想定し、統計処理に

よる分析・検討を行った。身体の変化に伴い、心が大きく揺れ始める「思春期」の開始に相

当する小学校高学年児童 194人を対象に、「自尊感情」「ソーシャルスキル」「ストレス反応」

を測定する質問紙調査を実施・分析した結果、自尊感情・ソーシャルスキルの 2要因で、ス

トレス反応の約 4 割（決定率 36%）を説明できることが示された。それ故、児童生徒の自

尊感情・ソーシャルスキル向上を目的とする教育プログラムの開発は学校不適応の予防・解

決に寄与できると考えた。 

 

２．研究の目的 

「背景」に述べた、児童生徒の自尊感情・ソーシャルスキルの乏しさは、子ども同士、子

どもと教師の「かかわり」に負の影響を及ぼし、その「かかわり」の乏しさ・弱さが、学校

不適応（不登校、いじめ等）を引き起こす一つの要因と言えるのではないかと考えた。そこ

で、本研究では、児童生徒の自尊感情・ソーシャルスキル向上を目指した「かかわりの力」

育成プログラムを開発することを目的とした。様々な教育課題を抱え、多忙感に包まれる教

師の多さという状況も考慮し、「児童生徒はもちろん、取り組む教師自身、負担感少なく、

日常的に継続できる」という視点も重視したプログラム開発とした。具体的には、 (1)児童

生徒の自尊感情・ソーシャルスキルを高めるための、週 1回 10分で実施できる「短時間グ

ループアプローチプログラム」の開発、(2)児童生徒の自尊感情・ソーシャルスキルを定着

させるための、各教科等の授業場面における「ペア・グループ対話」の導入、という 2本柱

により構成されたプログラム開発である。 

 

３．研究の方法 

本プログラムの「試行版」は既に代表者の先行研究として開発されている。本研究では、

はじめに、試行版プログラムの課題を整理した後、「かかわりの力」育成プログラム開発に

着手した。その後、プログラム実践協力校にて、実践及びデータ収集を通して、効果検証を

行った。3年間の経緯を以下に記す。 

＜1年次＞児童生徒の「かかわりの力」育成プログラムの開発 

「試行版プログラム」は、平成 24～26年度の 3年間、愛知県内の中規模公立小学校）、

平成 25～26 年度の 2 年間、愛知県内の大規模公立中学校にて実践を行い、質問紙調査、

行動観察による量的及び質的データをもとに作成されたものである。研究 1年次は、同プ

ログラムの課題・成果を整理し、「かかわりの力」育成プログラムを開発した。 

 

＜2年次＞児童生徒の「かかわりの力」育成プログラムの実践 

プログラム実践協力校 4校（小学校 2 校、中学校 2 校）を設定し、「かかわりの力」育



成プログラム実践を行った。各校の実践に対して、代表者がスーパーバイザーとして、定期

的な指導助言を行った。また、プログラム効果検証に向け、質問紙調査による量的・質的デ

ータ収集を行った。 
 
＜3年次＞児童生徒の「かかわりの力」育成プログラムの効果検証 

 プログラム実践協力校 4 校（小学校 2校、中学校 2 校）から収集した量的・質的データ

を統計的な手法によって分析し、プログラムの効果検証、及び今後の課題を整理した。 

 次ページに示した Table１は、実践協力校の一つ A中 3年生（6学級、189名）の 6月と

12月の、心理尺度「アンケート Q-U」の平均値比較一覧である。6月から 12月にかけて全

ての数値がプラス変容していることが明らかになった。また、Table2 は、同生徒の短時間

グループアプローチに関する自由記述である（一部抜粋）。週 1回の活動ながら、生徒同士

「かかわり」を楽しみ、「かかわりの力」がついてきていることを実感している記述が多く

見られた。 

 

 

 



 

 

４．研究成果 

学校不適応（いじめ・不登校）の予防・解決策として、教師が日常的に活用できる「か

かわりの力」育成プログラムの開発を目指して 3年間取り組んだ。実践協力校（小中各 2

校）での収集データ検証を重ねた結果、週 1回 10分の「短時間グループアプローチ」

「各授業におけるペア・グループ対話」の 2本柱からなるプログラム（slimple program

＝slim & simple program と命名) が完成し、その成果を単著として発刊した（書名；誰

でもできる！中１ギャップ解消法．2019）。研究論文としては「小学校におけるかかわり

の力育成プログラムの効果」（名城大学教職センター紀要．2019）、研究発表としては

「親和的学級づくりに向けた短時間グループアプローチ継続実践の効果」（日本教育心理

学会総会ポスター発表．2019）がある。 
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